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Ｑ３：スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷr）の役割や活用について教えてほしい。

Ａ： 県教委では、児童・生徒指導における学校支援のため、スクールソーシャルワーカー

（ＳＳＷr）やスクールカウンセラー（ＳＣ）、スクールサポーター（ＳＳ）を配置して

いる。

ＳＳＷrとは、「社会福祉の専門的な知識、技術を活用し、問題を抱えた児童生徒を取

り巻く環境に働きかけ、家庭、学校、地域の関係機関をつなぎ、児童生徒の悩みや抱え

ている問題の解決に向けて支援する専門家」と、生徒指導提要に示されている。

県教委では、平成２８年度現在、７つの教育事務所に計１０名のＳＳＷrを配置して

いる。以下に、本県におけるＳＳＷrの主な役割と活用について示す。詳細については、

「スクールソーシャルワーカー活用ガイドブック」（H29.3 県教委）を参照すること。

スクールソーシャルワーカー スクールカウンセラー スクールサポーター

（ＳＳＷr） （ＳＣ） （ＳＳ）

１ ＳＳＷrの主な役割

（１）福祉的支援として

①児童生徒が置かれた環境の改善に向けた対応

・児童生徒やその保護者に対する家庭訪問による支援

・学校や家庭に対する電話による支援

・学校や家庭へ各機関が行っている支援事業の情報提供

②福祉的な視点による貧困や虐待等への対応

・ケース会議に参加し、支援策について助言

・児童生徒や家庭を福祉部局や児童相談所、医療機関とつなぎ、支援体制を構築

（２）問題行動等対策として

①児童生徒の健全育成に向けた対応

・児童生徒やその保護者に対する家庭訪問による支援

・学校や家庭に対する電話による支援

・家庭や友人関係などの児童生徒が置かれた環境の改善に向けた支援

②福祉的な視点によるいじめや不登校等への対応

・ケース会議に参加し、支援策について助言

・警察や児童相談所等、関係機関と連絡調整、情報交換

（３）エリアスーパーバイザー（ＡＳＶ）として

①緊急事態への対応

・重篤又は緊急を要する事案に対し、各学校を支援

②市町ＳＳＷrへの支援

・市町ＳＳＷrが関わっている事案の対応を支援

・講師として、児童虐待や健全育成等の研修会に参加

児童生徒の臨
床心理に関す
る知識・経験
を持つ専門家
です。

参 考

指導体制や教育
相談の充実に向
けて支援 する
教職（管理職）
経験者です。

児童生徒が置
かれた環境に
働きかけて支
援する専門家
です。

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m04/jidouseitosidousuisinsitu/sswguide.html
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２ ＳＳＷrの活用について

児童生徒の問題行動等の解決のため、その児童生徒が置かれた環境に対する働きかけや、

関係機関等との連携が必要と考えられる事案に対して要請する。特に、「校内における支援

だけでは解決が困難である」、「どの関係機関と連携したらよいか分からない」という場合に、

ＳＳＷrの要請を検討する。

学校が行うＳＳＷr活用までの基本的な流れ

□児童生徒指導担当や教育相談担当への報告・連絡・相談

□管理職への報告・連絡・相談

□関係者で情報を共有・整理

校内での協議 □校内支援チームのメンバー確認

□ＳＳＷr要請の検討

□市町立学校は、市町教委と相談し、市町教委を通じて各教育事

ＳＳＷr派遣要請 務所の「いじめ・不登校等対策チーム」に派遣を要請

※県立学校は、県教委学校教育課に派遣を要請

□事例の概要、校内支援の状況等について説明

□ＳＳＷrの関わり方や関係機関との連携について検討

□関係機関等を含めたケース会議の実施について検討

□アセスメントシートやプランニングシートの作成

ＳＳＷrが行う支援

ＳＳＷrは、児童生徒の問題行動等の解決に向けて、児童生徒本人やその家庭、学校、

地域の社会資源（福祉や医療、健全育成等を担う機関や人など）を、“つなぎ”、“調整”

しながら、支援体制を“構築”する。また、児童生徒やその家族の思いを“代弁”しなが

ら学校や関係機関と連携を図る。

つなぎ 調 整 構 築 代 弁

【参考資料】

・「スクールソーシャルワーカー活用ガイドブック」 H29.3 県教委

ＳＳＷrの訪問

事案発生

校内の支援体制

を整えて、組織と

して要請する。

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m04/jidouseitosidousuisinsitu/sswguide.html

